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ビタミン Dと不妊症 
 

ビタミン D は腸管でのカルシウム(Ca)の吸収を促進し、骨の形成にかかわっていることは

よく知られています。近年、ビタミン D 不足／欠乏が不妊に関連していることがわかって

きました。 

ビタミンDを活性化する酵素とビタミン D受容体を欠損させたマウスでは卵胞発育が停

止することが報告されており 1)、多嚢胞性卵巣症候群の女性ではビタミン D が排卵の改善

に有効であったという研究があります 2)。 

ビタミン Dレベルが欠乏している女性では充足している女性と比べて妊娠率が 45%低下し

たという報告があります 3)。さらに総数 2,700名の ART女性患者の調査では、ビタミン D

レベルは欠乏 34.6%、不足 45.3%、充足 25.7%と、ART患者の 4分の 3でビタミン Dが足

りていない状況でした。そしてビタミン D 充足女性は、不足／欠乏の女性に比べて臨床的

妊娠率が 1.46 倍高く、生産率が 1.33 倍高い結果でした。一方、ビタミン D濃度は流産率

と関連しませんでした 4)。 

提供卵子を使った胚移植での研究においても、ビタミン D が欠乏していた方では充足し

ていた方と比べて妊娠率(37% vs 78%)、生産率(31% vs 59%)ともに低い結果でした 5)。こ

の結果より、ビタミン Dは着床に関連していると考えられます。 

また、ビタミン Dが欠乏している男性不妊患者でもビタミン D投与が有効であったこと

が報告されており、ビタミン D 投与群では、総精子数や濃度、運動率は変わりませんでし

たが、プラセボ群よりも自然妊娠が高率でした(7.3% vs 2.4%) 6)。また乏精子症男性におい

て、精子濃度は変わらないものの、ビタミン D 投与群で生産率が上昇しました(35.6% vs 

18.3%)。 

ビタミン D はキノコ類や魚介類、卵、バターに含まれています。また日光の紫外線によ

り皮膚で作られます。しかし、ビタミン D摂取が少なかったり、屋内での仕事・生活環境、

過度な紫外線対策により不足することがあります。不妊治療中の方だけでなく妊活中の方

も、男女を問わずビタミン Dを摂るようにするとよいでしょう。 
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